
 

「生物多様性横浜行動計画(ヨコハマｂプラン)」（素案）に対する 

市民意見募集（パブリックコメント）の実施結果について 

 

 

 横浜市では、「生物多様性横浜行動計画(ヨコハマｂプラン)」の改定にあたり、平成 26 年９月 26

日に素案を公表し、市民意見募集（パブリックコメント）を実施しました。市民の皆さまからの、

横浜の生物多様性に関する貴重なご意見・ご提案に感謝します。このたび、実施結果と本市の考え

方をまとめましたので、公表いたします。 

 

１ 実施概要 

意見募集期間 平成 26 年 10 月１日（水）から 10 月 31 日（金）まで 

意見提出方法 郵送、電子メール、FAX、ホームページ、持参 

素案の公表場所 素案を市民情報センター、区役所広報相談係、環境創造局政策課及び

ホームページ（http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/）で閲覧 

 

２ 実施結果 

提出者数 48 名 

 提出方法 郵送９名、電子メール５名、簡易申請システム４名、持参 30 名 

意見数 89 件 

 分類と意見数 

 

 

計画全般 

計画の位置づけ 

５つの重点アピール 

ｂ-プロモーション 

ヨコハマ生き物探検 

つながりの森 

つながりの海 

生き物にぎわう環境づくり 

13 件

1 件

21 件

10 件

15 件

 1 件

 5 件

取組方針と具体的取組 

市役所の率先行動 

参考資料 

その他 

18 件

 1 件

 1 件

 3 件

 

３ 意見の分類と素案への反映状況 

①素案を変更する際に、意見の趣旨を参考としたもの 8 件（ 9％）

②計画の推進に積極的な意見や、素案を評価いただいたもの 11 件（12％）

③個別事業・取組に対する意見や質問で、参考として取り扱うもの 69 件（78％）

④その他、生物多様性横浜行動計画（ヨコハマｂプラン）との関係が見られ

ないもの 

1 件（ 1％）

計  89 件（100％）

  ※ 提出された意見の概要と意見に対する考え方については別紙のとおりです。 

  ※ 別紙では皆さまからいただいたご意見とその分類（上記①～④）、本市の考え方を掲載し

ています。ご意見は内容により分割して掲載しているほか、横浜市パブリックコメント実施

要綱・運用指針に基づき、要約等を行っている場合があります。 
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提出された意見の概要と意見に対する考え方 

 
①素案を変更する際に、意見の趣旨を参考としたもの 

 ■ｂ-プロモーション 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

1 

ヨコハマｂプランの中では、普及啓発活動と

りわけ子供へ向けての活動を主としている

ようでしたが、私は生物多様性への取組に

は、環境教育（子ども向け）のみならず、農

業政策や廃棄物・リサイクル政策等が深く関

わっていると考えます。そのため、ｂプラン

では子供だけではなく対象を大人まで拡大

し、地域全体として捉える必要性があるので

はないかと感じました。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

１・ｂ-プロモーション」「（３）関心を持って

もらうためのきっかけづくり」の取組の中

に、「親子からシニア層まで多くの市民が自

然に親しみ、学ぶことができる自然体験」に

ついて記載を追加しました。 

2 

生物多様性を守ることは、とても重要なこと

だと思いますが、講義よりも実際に触れ合

い、親しみを持つ方がより身近に考えるので

はないかと思いました。以前、シーカヤック

で大岡川をのぼったのですが、そういったス

ポーツを通して触れ合うことから始めるこ

とが大切だと思いました。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

１・ｂ-プロモーション」「（３）関心を持って

もらうためのきっかけづくり」の取組の中

に、スポーツとの連携に関する記載を追加し

ました。 

3 

生物多様性やヨコハマｂプランについて、意

外と私達の両親や祖父母世代の人達は知ら

ないのではないかと思った。小・中学生は授

業や課外学習で知る機会があるかもしれな

い。大学生もある程度は機会があると思うの

で、それ以外の世代にどのように関心を持っ

てもらえるのか少し考えてみてはどうか。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

１・ｂ-プロモーション」「（３）関心を持って

もらうためのきっかけづくり」の取組の中

に、「親子からシニア層まで多くの市民が自

然に親しみ、学ぶことができる自然体験」に

ついて記載を追加しました。 

4 

市民参加による生き物調査では、主に小学生

が対象となっていますが、未就学児の親子や

アクティブシニア層なども対象としてもら

いたいです。 

未就学児を持つ親としては、屋外での遊びの

中、自然な流れで生き物への興味がわき、親

しめればと思っていますが、親の知識や経験

には限りがあります。また、自然環境の専門

家や市民団体と接する場面がなかなかあり

ません。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

１・ｂ-プロモーション」「（３）関心を持って

もらうためのきっかけづくり」の取組の中

に、「親子からシニア層まで多くの市民が自

然に親しみ、学ぶことができる自然体験」に

ついて記載を追加しました。 

 

別紙 
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 ■ヨコハマ生き物探検 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

 

 

 

 

5 

 

横浜は市民活動が活発であるとのことで、ヨ

コハマｂプランもうまくいきやすいのでは

ないかと考えました。 

最近よく耳にするようになったオープンデ

ータといった方法を使ってより多くの市民

に横浜の現状を知ってもらい、市民参加を促

すような取組とリンクさせるのも良いと思

いました。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

２・ヨコハマ生き物探検」「４生き物データ

バンクの構築」の取組の中に、オープンデー

タに関する記載を追加しました。 

 

 

 ■つながりの森 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

 

 

 

 

6 

 

「横浜つながりの森」エコツーリズムについ

て、ルールとマナーの明確化、啓発、徹底を

求める。また、最近はトレイルランのフィー

ルドになりつつあり、ハイキングや散策の人

たちの多いところでもランナーが急増して

いる。早急に対策をとらないと、安全性のみ

ならず遊歩道への負荷による周辺環境や生

きものへの影響も危惧され、「原則禁止」の

早期実施を求める。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

３・つながりの森」（２）「エコツーリズム」

の取組の中に、「また、安全性や自然環境へ

の影響に配慮したルール（マナー）について

普及啓発を行うこと」について記載を追加し

ました。 

 

  

 ■生き物にぎわう環境づくり 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

 

 

 

 

 

7 

 

全体を通して、森の保全イメージが強く、草

地の保全に関する言及がないです。 

生き物の中には、森と草地がセットになって

いるからこそ、生息できる種がたくさんいま

すので、そのようなことも明記し、市民に知

っていただく必要もあります。 

そこで、「希少な生き物の生息する地域」に

て草地環境の保全も触れるべきです。 

横浜市の景観を特徴づける谷戸環境につい

ても同様に重点的な取組として、文章で触れ

るべきです。 

いただいたご意見を踏まえ、「重点アピール

５・生き物にぎわう環境づくり」「（１）緑の

10 大拠点」の中に、草地や農地、またそれら

が組み合わされた谷戸環境など、多様な自然

環境が残されていることについて記載を追

加しました。 
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 ■参考資料 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

 

 

 

8 

 

「横浜自然観察の森における生物相」の項

で、哺乳類の種数が 16 種となっていますが、

外来種も含めた数字ではないでしょうか。 

外来種も含めて生き物の貴重なすみかと言

っているようにも捉えられるので、確認した

方がよいかと思います。現在把握している種

数は、哺乳類 9 種、鳥類 152 種、爬虫類 12

種です。 

いただいたご意見を踏まえ、「参考資料１・

２ 横浜市における生き物の現状」の記載を

「在来種である哺乳類 9 種、鳥類 152 種、爬

虫類 12 種」に変更しました。 

 

②計画の推進に積極的な意見や、素案を評価いただいたもの 

 ■計画全般 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

9 

今までは、あまり環境に関心がなかったけれ

ど、もしこのまま、何もしなければ生き物が

絶滅して、生態系の頂点にいる私達にも影響

が出てくると思いました。自分でもできるこ

とを考えて行動してみようと思いました。 

身近な環境に関心を持ち、行動することはと

ても大切です。「重点アピール１・ｂ－プロ

モーション」等で、市民の皆さまに身近な自

然を楽しみながら、学び、守る取組を進めて

いきます。 

10 

私は高校時代、理数科にいて理系の中でも生

物に力を入れて教育をする環境が整ってお

り、近くの干場や水田などで学ぶ機会がたく

さんありました。生命体のバランスを崩さな

いためにも、私たちが意識して生活していか

なければと思いました。 

身近な自然を楽しみながら、学び、守ること

が大切と考えています。「重点アピール１・

ｂ－プロモーション」等で、市民の皆さまに

身近な自然を楽しみながら、学び、守る取組

を進めていきます。 

11 

環境保全に対する取組を進めるリーダーで

ある横浜市の取組を応援します。早く自分の

地元も生物多様性基本法の地域戦略を策定

してほしいと思いました。 

横浜市は、全国の自治体が相互に生物多様性

の保全や持続可能な利用に関する取組、成果

について情報発信等を目的とした「生物多様

性自治体ネットワーク」の幹事を努めていま

す。今度も、他の自治体と連携し、取組を進

めていきます。 

12 

とても分かりやすくまとめられており、暖か

みを感じることのできる計画になっている

と思います。横浜のように発展した都市にお

いて、自然と触れあえる環境を残し、新たに

創造していくことは、非常に難しく課題も多

くあると思いますが、今を生きる私達の責務

であると思います。この計画が着実に進めら

れることを期待します。 

ご意見のとおり、今後も積極的に進めていき

ます。 
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 ■ｂ-プロモーション 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

13 

何が起こるか分からないから怖い、予防すべ

きだ”！というのは理解できるものの身近な

問題として、危機感を生物多様性に対して感

じながら取り組むのは大変難しいことだと

思う。まずは、自然を知る、触れることから

始めようと、エコツアーなど参加してみよう

と考えています。 

身近な環境に関心を持ち、行動することはと

ても大切です。「重点アピール１・ｂ－プロ

モーション」等で、市民の皆さまに身近な自

然を楽しみながら、学び、守る取組を進めて

いきます。 

14 

私は生物多様性が失われていることに非常

に危機感を感じています。そして、それに対

して私たち市民が早く、行動することが重要

だと強く思います。 

市民に生物多様性保全の重要さを知っても

らい、取組をしてもらえるように、今後の学

生生活のうちに何か効果的な対策を考えた

いと思いました。 

身近な環境に関心を持ち、行動することはと

ても大切です。「重点アピール１・ｂ－プロ

モーション」等で、市民の皆さまに身近な自

然を楽しみながら、学び、守る取組を進めて

いきます。 

15 

横浜の環境については、大学になって地方か

ら出てきたので、あまりよく分からないの

で、実際に自然を体感してそこから課題を見

つけられたらと思います。 

身近な自然を楽しみながら体感することで、

環境の大切さを学び、守る行動へとつながる

と考えています。「重点アピール１・ｂ－プ

ロモーション」等で、市民の皆さまに身近な

自然を楽しみながら、学び、守る取組を進め

ていきます。 

16 

生物多様性について、またその重要性につい

て、ようやく一般的に認知されつつあるよう

ですが、私のまわりにはまだまだ生物多様性

って？という人が多くいます。引き続き重点

アピールとして推進するｂプロモーション

をしっかりと進めて、生物多様性の大切さを

根付かせてください。 

身近な自然を楽しみながら、学び、守ること

が大切と考えています。「重点アピール１・

ｂ－プロモーション」等で、市民の皆さまに

身近な自然を楽しみながら、学び、守る取組

を進めていきます。 

 

 ■ヨコハマ生き物探検 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

17 

生き物調査の方向性について、この素案で、

もっとも評価できるのは「横浜版レッドデー

タブック」につながる取組を進める、と宣言

したことである。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、生き物調査の方向性として、調査結果を

データバンクの構築につなげ、データバンク

構築の中で、「横浜版レッドデータバンク」

につながる取組を進めていきます。 
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 ■つながりの森 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

18 

自然を自分自身で直接感じることはとても

大切だと思っています。いくら「環境や自然

は守らなければいけない」と言われても、実

感が湧かないからです。私はずっと横浜に住

んでいますが、ｂプランなどの活動をほとん

ど知りませんでした。つながりの森にはぜひ

一度行ってみたいと思います。 

身近な環境に関心を持ち、行動することはと

ても大切です。「重点アピール３・つながり

の森」では、地域の自然環境や歴史文化を体

験し、その大切さを感じ、学ぶことで、保全

することを目指す取組を進めていきます。 

 

19 

円海山に行き、横浜にも素晴らしい自然とふ

れあえる場所があると知りました。もっと多

くの方にも知っていただきたいと思いまし

た。公式ＨＰなどでコースなどの情報をアッ

プしたりするのも良いと感じました。今後、

利用する際には目に付くゴミを拾おうと思

います。 

円海山をコアエリアとした「横浜つながりの

森」は、恵まれた自然環境の中、多様な動植

物が生息・生育している「横浜の生物多様性

の宝庫」です。市民の皆さまにその魅力を伝

えるため、「重点アピール３・つながりの森」

横浜の森プローションの取組を進めていき

ます。 

 

③個別事業・取組に対する意見や質問で、参考として取り扱うもの 

■計画全般 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

20 

マグロの数も激減していて、日本人が大好き

なマグロが、いつか食卓から消えてしまうか

もしれないという不安があります。そして、

そんな 21 世紀においては、行動をとりやす

いスケールで環境問題にアプローチするこ

とが必要なのだと思います。 

第 1章生物多様性横浜行動計画の位置づけで

は、生物多様性と私たちの暮らしは密接につ

ながっているとしています。生物多様性に配

慮した消費行動・ライフスタイルの普及を進

めます。いただいたご意見につきましては、

今後の参考とさせていただきます。 

21 

自分たちの暮らしが何の不足もなく、快適な

毎日を過ごしていけるのは、日々環境対策が

なされて現状維持あるいは改善に努めてい

る人たちがいるからだということに気づき

ました。行動しなければ存在する生物すべて

に影響が出てしまうという焦りを感じても

らわなければいけないと思いました。 

生物多様性と私たちの暮らしは密接につな

がっています。市民の皆様が身近な生き物と

ふれあうことで理解を深め、行動を起こして

いくための取組を進めていきます。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 

22 

私たちの生存基盤は微妙なバランスの上に

成り立っており、どこか一部が崩れると、ど

のような影響がでるのか分かりません。だか

らこそ、生物多様性について理解し行動を起

こす必要があると思いました。 

生物多様性と私たちの暮らしは密接につな

がっています。市民の皆様が身近な生き物と

ふれあうことで生物多様性の理解を深め、行

動を起こしていくための取組を進めていき

ます。いただいたご意見につきましては、今

後の参考とさせていただきます。 
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23 

自然を当たり前と思わずに、しっかりと保護

していく重要性を改めて感じた。身の周りに

おける環境の変化において、暑くなっている

のはひしひしと感じる。ちょっと前までは夏

でも３０℃を超えたら暑いと思っていたの

に、今では 30℃など普通で 35℃とかまで平

気でいく。自分がこれから生きていくうち

に、どうなってしまうのかという不安は抱い

ている。 

地球温暖化が原因と考えられている気候変

動は、生物の生息・生育環境の損失につなが

り、生物多様性に大きな影響を与えることが

危惧されています。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 

24 

私自身、生物多様性に対する危機感はあまり

持っていない。現在、何も考えずとも生活で

きる環境にあるからだと思っている。一方で

その気持ちに対する罪悪感（感謝が足りな

い、誰のおかげで生活できているのか）も感

じている。まずは、感謝の気持ちを持つこと

なのかもしれない。 

生物多様性と私たちの暮らしは密接に繋が

っています。市民の皆様が身近な生き物とふ

れあうことで生物多様性の理解を深め、行動

を起こしていくための取組を進めていきま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

25 

生物多様性が重要なのは分かりますが、商業

地・宅地開発との兼ね合いの計画内での方針

が必要なのではないでしょうか。計画の各取

組の対象は横浜市内の全域なのか、限定地域

なのかの明示も必要だと思います。そもそも

この計画は開発の許認可・推進や経済振興す

る関係部署と調整しているのでしょうか。 

都心臨海部や市街地等においても、生物多様

性に貢献するまちづくりを進めます。生物多

様性横浜行動計画は、「横浜市中期４か年計

画」をはじめ関係する諸計画と整合を図りな

がらとりまとめを行いました。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

26 

各取組の現状や目標がありますが、事業費が

どれだけかかるのか分かりません。重要な取

組だとしても計画に事業費がなければ優先

順位も判断つきません。税金の投入される事

業の計画なら、事業費の明示が必要だと思い

ます。 

生物多様性の保全・再生・創造の取組を進め

るためには、市民・企業・学校など各活動主

体による実践が不可欠であり、各主体間の有

機的な連携や、より一層の活性化が求められ

ます。 

行政のみが計画を策定、進行管理、見直しを

行うのではなく、環境に対する市民・企業の

普段の関わり合いや行動、持続した取組がカ

ギとなると考えております。市民・企業・学

校など更なる活動の拡がりを考慮し、事業費

を記載しておりません。いただいたご意見に

つきましては、今後の参考とさせていただき

ます。 
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27 
計画はすばらしいが財源がない。市民に新た

な税金という負担はかけられない。 

生物多様性の保全・再生・創造の取組を進め

るためには、市民・企業・学校など各活動主

体による実践が不可欠であり、各主体間の有

機的な連携や、より一層の活性化が求められ

ます。限られた財源の中でありますが、行政

のみが事業を行うのではなく、市民・企業・

学校などと連携し、取組を進めます。いただ

いたご意見につきましては、今後の参考とさ

せていただきます。 

28 

私の小さい頃は、森でカブトムシを捕り、川

で魚を捕りました。身近な自然の中で生き物

に触れあえる環境づくりを期待します。 

第 1章生物多様性横浜行動計画の位置づけで

は、子どもの頃の「生き物に触れ、感性を豊

かにする」経験は、その後の子どもの成長に

大いに役立つものであり、こうした経験をこ

れからも子どもたちができるよう、生き物と

触れ合える場所を守り、またそういった機会

を増やしていく必要がある、としています。

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

 

 ■計画の位置づけ 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

29 

横浜市は今まで戦後と比べて急激な人口増

加や緑の減少、世界的にもトップクラスの温

暖化という現状があるからこそ、横浜ｂプラ

ン等のしっかりとした環境対策が行われて

いるのだと思いました。世界へ様々な情報を

発信する都市横浜だからこそ積極的に環境

問題へ取り組む必要があるのではと考えま

す。 

第 1章生物多様性横浜行動計画策定の意義で

は、わが国で最大規模の基礎自治体として、

多くの企業が立地する都市として、生物多様

性の取組を推進し、日本の都市全体での取組

につなげ、そうした取組を国内外へアピール

していくとしています。いただいたご意見に

つきましては、今後の参考とさせていただき

ます。 

 

 ■ｂ-プロモーション 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

30 

横浜市は積極的に環境問題、生物多様性問題

に取り組んでいるのにも関わらず、それらの

活動について知らない人がたくさんいると

思います。もっとこの活動をより多くの人に

伝えてく必要があるのではないかと思いま

す。 

 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、様々なイベントや普及啓発活動の場を活

用して横浜市の取組をアピールしていくと

しています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 
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31 

生物多様性の恵みを私たちは、用事にあわせ

て活用している。そう考えるとこれまで以上

に、環境を重視しなければならないという点

を改めて認識しました。私を含めそういった

生物多様性の取組を“知ろうとしない”人が

多いのではないか、それをどう改善していく

のかという点が今後の課題の１つなのでは

ないかと感じられました。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、無理に学術的に考えず、まずは「身近な

自然を大切にすること」から出発すべき、と

しています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

32 

温暖化や気候変動のように生物多様性につ

いても、もっと興味を抱いていくべきだと感

じました。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、地球温暖化対策としての省エネ行動は、

ライフスタイルとして定着しました。これか

らは、身近な自然に関心を持ち、行動するこ

とをライフスタイルの一部として取り入れ

てもらえるようにしていく、としています。

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

33 

生物多様性に対する意識づけについてです

が、学校や地域単位で、子どもやファミリー

世代に伝えていくことが重要だと思います。

企業の CSR として、事業とは別枠で環境に

配慮することが必要かと思いました。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、市民団体・企業・学校などと連携して取

組を進めていくとしています。 

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

34 

自然が及ぼす影響についてまだ知らないこ

とが多いために、なかなか活動に参加できな

いこともあるかもしれません。まずは、自然

に触れ、感じることからその活動は始まると

思います。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、市民の皆さまに身近な自然を楽しみなが

ら、学び、守る取組を進めていくとしていま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

35 

子どもたちにアピールすることはとても大

事だと思います。しかし、お金がかかるわり

に多くに人々にメッセージが伝わらないの

ではと思います。小学生の給食にメッセージ

を入れて解説するなど、より広く多くの人に

知ってもらいたいです。 

生物多様性の重要性を伝えるｂプロモーシ

ョンを進めるにあたっては、スポーツや健康

づくり、芸術など多岐にわたる分野との連携

により進めていきます。いただいたご意見に

つきましては、今後の参考とさせていただき

ます。 

36 

生物多様性の問題の難しさは、一般の人が実

感することが困難なことです。何も対策を講

じない場合、その結果がどうなるのか予想し

づらいことがあるかと思います。 

生物多様性と私たちの暮らしは密接につな

がっています。市民の皆様が身近な生き物と

ふれあうことで生物多様性の理解を深め、行

動を起こしていくための取組を進めていき

ます。いただいたご意見につきましては、今

後の参考とさせていただきます。 

 



9 
 

37 

つい最近まで環境系の活動をしていて、鶴見

川の上流に行ったり、学校校内の環境保護の

活動をしたりしていましたが、一人の力だけ

では、絶対に変えられないし守れないものが

環境なのだと何度も思い知りました。本当に

環境に関心のない人への問題提議が弱いよ

うに感じました。市民の巻き込みをもっと促

進していただければ良いと思います。 

平成 25 年 7 月に実施した「環境に関する市

民意識調査」では、生物多様性の危機に対し

て、「とても身近な問題だと思う」「ある程度

身近な問題だと思う」という回答が 51.6％で

あり、約半数に留まっています。生物多様性

の大切さを理解し、保全行動へとつなげるた

め、スポーツや健康づくり、芸術など多岐に

渡る分野と連携していくことで関心を持っ

てもらうためのきっかけづくりを進めます。

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

38 

ヨコハマｂプランですが、横浜駅や関内の方

でのイベントは見つからなかったので、人を

集めやすい場所で、できるものは限られてし

まいますが、スタジアムとか緑豊かな場所で

あったら関心を持ちやすいのではと思いま

した。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、関心を持ってもらうきっかけづくりとし

て、自然に親しめる場所を積極的に広報し、

自然体験イベントをこれまで以上に推進し

ていくとしています。いただいたご意見につ

きましては、今後の参考とさせていただきま

す。 

39 

子どもたちの体験学習について、横浜市独自

の活動を立ち上げるだけでなく、既に２０年

の実績があり、横浜市内でも多くのグループ

が活動し、全国レベルでノウハウも積み上げ

ている「こどもエコクラブ」のような活動を

市としてしっかり評価し活用することを計

画に織り込むべきである。 

これからの生物多様性の取組は、何よりも市

民や企業の主体的な取組が大切です。「重点

アピール１・ｂプモーション」では、生物多

様性に積極的に取り組む市民団体等を支援、

連携を深めていくとしています。いただいた

ご意見につきましては、今後の参考とさせて

いただきます。 

40 

子どもたちが参加できるエコツ－リズムに

ついて、「ツーリズム」という呼称は再考す

べきである。エコツーリズムが定着している

場所では、この言葉は極めて厳格に使われて

いる。横浜の子どもたちの生活圏やその周辺

にある身近な樹林や水辺での活動や触れ合

いとは意味合いが異なる。また、エコツーリ

ズムを支える受け入れの施設や体制も整っ

ていない。言葉が似合わないだけでなく、エ

コツーリズムという言葉のもとでは、行政主

体の不必要に大きな行事につながりがちで

ある。「身近な緑地や水辺の自然体験」とい

うわかりやすい表現で十分であると考える。

 

エコツーリズムは、訪れた人々が地域の自然

や文化について知識を有するガイド等から 

案内を受け、自然環境の保護に配慮しながら

地域の自然や文化とふれあい、これに関する

知識及び理解を深める取組です。 

エコツーリズムの推進にあたっては、保全と

利用のバランスを常に配慮しながら進める

こととしています。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 
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41 

市民団体等・企業・地域・学校などの連携・

交流の場づくりについて、市民活動の推進や

交流の機会というと、行政では得てして、団

体や人を集めて活動紹介の発表で参加者の

動員をするような企画になりがちである。本

当に市民団体のニーズにこたえる支援であ

れば動員は必要ないはず。また、企画の時期

が集中し予告期間も短い。年度初めに開催時

期と内容を予告し、少なくとも３ヶ月以上の

予告期間を徹底するなど配慮を求める。 

生物多様性の取組を進めるためには、活動団

体の相互の情報交流や連携が必要と考えて

おり、連携・交流の場づくりを推進していき

ます。いただいたご意見につきましては、今

後の参考とさせていただきます。 

42 

子どもたちが主役とありますが、支える大人

にも自然体験が不足している現状もあると

思います。そちらも課題に加えた計画になる

と、より良いものになると思います。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、生物多様性や地球温暖化に関する指導者

の支援についても合わせて取り組むとして

います。また、「重点アピール２・ヨコハマ

生き物探検」では、身近な生き物や緑などに

関心を持ち、改善に生かしていくための生き

物に関する知識の向上に取り組むこととし

ています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

 

 ■ヨコハマ生き物探検 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

43 

データバンクに関連することですが、過去の

データを電子化するのは数年掛かり、これら

を活用しても得られる知見は無いとの意見

があります。素案にもありますデータバンク

は何を想定されているのかなと感じました。

「重点アピール２・ヨコハマ生き物体験」で

は、データバンクは生物多様性の現状や変化

を見える化し、市民が楽しみながら利用でき

るようにすることで、環境問題を考えるきっ

かけにつなげていくことを目指していきま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

44 

生きもの調査の方向性について、調査、デー

タや資料の集積、研究、展示などの啓発、環

境教育を一体的に、市民にとってわかりやす

く、使いやすい仕組みであれば、なぜ「横浜

の自然史博物館」をこの行動計画（地域戦略）

の目玉にしないのか。これは、新たな箱物を

作るという意味での博物館でなくても、既存

の施設や機能をバーチャルな概念でつなぎ、

運営の責任を一元化することで、新しい形の

博物館を実現しうると考える。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、データバンクは情報通信技術の視点を取

り入れ環境の現状や変化を「見える化」する

ことで、環境問題を考えるきっかけにつなげ

ていくことを目指すとしています。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 
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45 

生きもの調査の方向性について、誰が、どこ

で、調査やデータの管理、あるいはそれにと

もなう研究や啓発をするのか、場所や人のイ

メージが全く見えない。博物館、と位置づけ

るだけで、市の生物多様性保全に関する意思

が、はっきり市民に伝わるのではないか。調

査や保全活動にあたっている市民が、調査の

指導、データの集積、研究、啓発や行事の実

施という目的ごとに、市の施設をあちこち回

らないといけないような仕組みでは困る。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、データバンクは環境省のシステム等を活

用するとしています。また、情報通信技術の

視点を取り入れ環境の現状や変化を「見える

化」することで、環境問題を考えるきっかけ

につなげていくことを目指します。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 

46 

生きもの調査の方向性について、市が独自に

調査を増やすことには疑問がある。既に意識

の高い、活発な活動をしている市民団体は、

環境省のモニタリング１０００里地調査の

ような活動を行っており、それが横浜の保全

管理の基礎データや調査方法の基準になっ

ている。モニタリング１０００と調査方法や

データのフォーマットを合わせるなど、実際

に調査活動をしている市民にとって二重三

重の負荷をかけることのないような現場の

事情に配慮した方法をとるべきである。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、生き物調査は市が実施するものだけでな

く、国や市民団体などによる生き物調査を含

め、環境省のシステム等を活用したデータバ

ンクにより、情報の一元化を進めることとし

ています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

47 

市民参加による生き物調査について、環境保

全にかかわる市民活動において、生きもの調

査や啓発を担う人材の重要性に言及したこ

とは評価できる。それを進めるためにも、博

物館機能の設置やモニタリング１０００な

どとの統一化をしっかりはかるべきである。

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、生き物調査は市が実施するものだけでな

く、国や市民団体などによる生き物調査を含

め、環境省のシステム等を活用したデータバ

ンクにより、情報の一元化を進めることとし

ています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

48 

市民参加による生きもの調査について、これ

までの市民への意識啓発を主たる目的とし

た調査は、そのデータや成果の評価もない。

しかし、それが適切に継続的に行われれば、

専門的な調査と並んで広域で生活にも密着

した活動になり得る。この点では、平塚市博

物館に長年にわたる先例がある。単に形を真

似るのでなく、博物館の機能を関係者が認識

する意味でも助言を受け、横浜に定着させる

べきである。 

 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、市民が身近な自然や生き物に関心を持

ち、自ら調べ、改善に活かしていくことを必

要と考え、生き物に関する知識の向上に取り

組んでいくこととしています。 

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 
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49 

生きものデータバンクの構築について、デー

タの管理と活用には、単に一定の基準で公開

や秘匿を行うだけでなく、実際にそのデータ

をフィールドで活用するための専門的な助

言や指導が必要である。利活用の目的によっ

て、対面での相談は必須であり、その意味で

も、博物館的な学芸員によるサポート体制を

実現されたい。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、データバンクは公開と活用を前提としつ

つ、希少な生き物の情報などについては慎重

に取り扱うこととしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

50 

いきものと共生する手段と知識を伝えるた

めに、蓄積したデータを容易に活用できるよ

うにする、いきものの毒についての解毒方法

の対処方法など、正しい情報があれば、安心

していきものと触れ合うことが出来ると思

います。方法としては、ｂプランにより収集

したデータを公開し、身近でいつも持ってい

る携帯電話などで目の前のいきものが危険

なのかを調べられるようにする。そういった

情報提供するような仕掛けを IT が提供でき

るよう研究する。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、データバンクは情報通信技術の視点を取

り入れ環境の現状や変化を「見える化」する

ことで、環境問題を考えるきっかけにつなげ

ていくことを目指すとしています。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 

 

 ■つながりの森 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

51 

最近、瀬上市民の森を知り、その他様々な自

然が横浜にあることを知ることができまし

た。横浜は都会の部分と、山、川、海といっ

た自然の部分が共生している素晴らしい土

地だと最近は感じました。 

瀬上池は横浜つながりの森において最大の

池であり、水辺と樹林地が一体となった良好

な自然環境と豊かな生物多様性が残る貴重

な場所です。「重点アピール３・つながりの

森」では、市民との協働による維持管理を行

う等により、瀬上池の生物多様性を守る取組

を進めていきます。 

 

52 

水と緑を守る・育てるについて、緑地や水辺

における、ルール、マナーの明確化、統一、

そして啓発の徹底をお願いしたい。フィール

ドの特徴ごとに若干の調整はあり得るとし

ても、行政あるいは管理者は、ルールやマナ

ーを表示し、あるいは柵を設置するなど生物

多様性に対する保護の姿勢を示すべきであ

る。 

 

「重点アピール３・つながりの森」では、「保

全と活用のバランス」を保ちながら、「生き

物の多様性を大切にする」、「自然を楽しむ」

の２つを柱として、取組を進めるとしていま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 
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53 

水と緑を守る・育てるについて、市民の森愛

護会や、水辺愛護会などには、草刈や清掃に

よる美化や安全には関心を示すが、生物多様

性の保全に関する意識が浸透していない団

体もある。最前線の保全活動でもあり、繰り

返し、繰り返しの啓発や講習を行ってほし

い。 

「重点アピール３・つながりの森」では、森

づくり活動や愛護会など、つながりの森で活

動をしている様々な団体どうしや拠点施設

の連携、情報の一元化を図るとしています。

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

54 

瀬上池の生物多様性を守るについて、瀬上池

を中心とした瀬上市民の森、そして瀬上沢の

生物多様性を守るにあたって重要な点は、 

以下の通りである。 

・池だけでなく、横浜最大規模の谷戸である

瀬上沢として、市民の森のみならず、一体的

な保全管理を行う必要がある。谷戸の生きも

のは、人の決めた区画や管理単位を意識して

移動するわけではない。谷戸全体を一つの保

全管理方針で維持していくべきである。 

・市民の森の保全の当事者であり地権者であ

る市民の森愛護会の生物多様性に対する意

識啓発を、行政と市民の働きかけで実現すべ

きである。 

・連絡のとれない地権者の樹林地などは管理

の手が入りにくく、安全、治水、生物多様性

など多くの問題を生じている。例えば、連絡

がつかない場合は、行政権限で一定の管理活

動ができるような措置を市民の森の契約な

どに織り込む必要がある。 

瀬上池は横浜つながりの森において最大の

池であり、水辺と樹林地が一体となった良好

な自然環境と豊かな生物多様性が残る貴重

な場所です。「重点アピール３・つながりの

森」では、市民との協働による維持管理を行

い、瀬上池の未来づくりに向けた取組を推進

するとしています。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 

55 

外来種の対策について、既につながりの森全

域に、アライグマ、クリハラリス（タイワン

リス）、ガビチョウなどが拡がり、部分的な

駆除や対策では目に見える効果は期待しが

たい。少なくとも、つながりの森全域を最小

単位とする程度の大規模な対策をとり、外来

種駆除においても、つながりの森をモデル地

区として、行政と市民のネットワークによる

展開を求めたい。樹林地や水辺だけでなく、

住宅地や市街地の公園も対象にすべきであ

り、自治会、住宅管理組合、商店会までを含

めた活動にしていくことが望まれる。 

「重点アピール３・つながりの森」では、生

物多様性の危機の原因の一つである外来種

について、対策を推進するとしています。緑

地などの維持管理において、必要に応じて対

策を実施し、外来種について正しく理解して

もらうために、普及啓発を推進します。いた

だいたご意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 
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56 

体験フィールドの活性化について、市が管理

する３つの施設の活用や連携が重要である

ことは支持できるが、その一方で、フィール

ドの整備の差が拡大し、ボランティアや市民

が便利で設備の整った場所に吸引されるな

ど、市民の森など自然体験の利活用が可能で

はあるがインフラの不足したフィールドと

の落差が大きくなることを懸念する。 

「重点アピール３・つながりの森」における

拠点施設が、それぞれの特徴を生かして、連

携することにより、「横浜つながりの森」の

利用を促進し、支えていく人を生み出す流れ

をつくるとしています。また、森づくり活動

や愛護会など、つながりの森で活動をしてい

る様々な団体どうしや拠点施設の連携、情報

の一元化を図るとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

57 

体験フィールドの活性化について、３施設で

育った人材や来園者をそこで囲い込まず、円

海山緑地やつながりの森全域に循環、拡散す

る施策も合わせて推進すべきである。その一

つの手段として、施設間のみならず、円海山

緑地、つながりの森における市民活動ネット

ワークを市民と行政で作り上げ、合同で行事

を実施するなどの動きを立ち上げるべき。 

「重点アピール３・つながりの森」における

拠点施設が、それぞれの特徴を生かして、連

携することにより、「横浜つながりの森」の

利用を促進し、支えていく人を生み出す流れ

をつくるとしています。また、森づくり活動

や愛護会など、つながりの森で活動をしてい

る様々な団体どうしや拠点施設の連携、情報

の一元化を図るとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

58 

「横浜つながりの森」エコツーリズムについ

て、エコツーリズムという表現は見直すべき

である。また、人々を集めるには、自然体験

に参加する市民に対してはもちろん、その場

所を保全するボランティアのためのインフ

ラ整備も必要である。 

「重点アピール３・つながりの森」では、市

民との協働による維持管理を推進します。イ

ンフラ整備につきましては、今後の参考とさ

せていただきます。 

59 

横浜に生息する生きもの体験施設の整備に

ついて、金沢動物園を、円海山など地域の生

きものを学ぶ施設として整備することは評

価できる。その意味でも、ののはな館を横浜

の自然史博物館の展示機能として活用する

ことも重要。 

「重点アピール３・つながりの森」では、金

沢動物園の再生において、円海山等地域の生

き物を身近に体感でき、人の暮らしと生物多

様性の関わりを学ぶことができる施設の整

備を進めることとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

60 

横浜に生息する生きもの体験施設の整備に

ついて、園内だけでなく、実際のフィールド

と連携した体験行事や観察会などで市民団

体との連携を深めるべき。非公開で保全飼育

されているカヤネズミと、その生息場所であ

る瀬上沢をあわせて観察することなど。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、金沢動物園の再整備に

あたっては、様々な環境技術の紹介、市民と

協働した環境保全事業を推進することとし

ています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 
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61 

人材の育成について、ボランティアやリーダ

ーの育成というと行政の事業として行われ

るイメージが強いが、舞岡公園の「谷戸学校」

や瀬上市民の森の「谷戸のボランティア塾」

など、市民団体による育成が行われている事

例もある。市の育成も、このような市民によ

る育成と連携させ、また実習や座学などのカ

リキュラムを共用するなどの方法で、費用を

かけず効果的なカリキュラムの運営が可能

である。 

「横浜つながりの森」を将来につなげていく

ためには、多様な人材が必要です。「重点ア

ピール３・つながりの森」では、学校での環

境教育や拠点施設の連携、エコツアーの活用

など様々な手法を通し、人材育成を推進する

としています。いただいたご意見につきまし

ては、今後の参考とさせていただきます。 

62 

何度か円海山をトレイルランニング、ハイキ

ングをしていますが、日常見かける事のでき

ない、リス、トンビ、虫などを見る事ができ、

空気もキレイでとても気持ちが良くなりま

す。横浜市民でありながら、このような素晴

らしい森がある事自体知らない人も多いと

思います。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、森に関する情報発信と

して、市民の森・ふれあいの樹林のガイドマ

ップを作成し、市民が気軽に森を訪れ、楽し

む環境づくりを推進するとしています。いた

だいたご意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 

 

■つながりの海 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

63 

海や川をいかした豊かな環境のあるまちづ

くりには賛成です。自然と人間が共生できる

地域づくりを海の公園では実現して頂きた

いと願います。 

まずはアマモエリアを八景島側に限定し、マ

リンスポーツや海水浴客が遊べるようにゾ

ーニングして共生を促して頂くことを要望

します。また、アオサの廃棄処理を堆肥化や

飼料化するなど、企業との連携を推進し、環

境分野の技術・商品による新たなビジネスモ

デルの構築による経済活動の活発な展開 

や、生物多様性につながる環境分野の取組の

促進につなげていって欲しいと願います。 

金沢沿岸部は、海の公園、ベイサイドマリー

ナや八景島等のレジャー施設が多く、身近に

生物多様性を感じることができるエリアで

す。多くの市民の皆様が自然の海を感じられ

る場所を目指して、市民団体等と連携した海

づくり活動を推進します。 

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 
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■生き物にぎわう環境づくり 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

64 

緑の１０大拠点について、地権者の理解と協

力により、樹林地や水辺を維持することが重

要である。それに加えて適切な維持管理が、

生物多様性の実効ある保全につながる。その

ためにも、地権者や愛護会などに対する生物

多様性保全の啓発が重要である。 

緑の 10 大拠点を中心とした樹林地や農地な

どは、横浜における生き物の貴重な生息・生

育地となっております。ご意見については、

「重点アピール５・生き物にぎわう環境づく

り」の取組を進める中で参考とさせていただ

きます。 

65 

緑の１０大拠点の周辺について、つながりの

森周辺では、計画的に開発された比較的大規

模な住宅地や団地が広がっており、その緑地

が生きものの移動する回廊になり、残された

斜面地に希少種を含む在来の生きものの姿

が見られる。しかし、回廊が外来種を拡散す

ることになったり、団地の管理組合の管理作

業が生きものに配慮できなかったり、という

問題もある。このことから、自治会や、住宅

管理組合、公園愛護会などへの生物多様性の

保全啓発が是非必要である。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、森づくり活動に取り組

む団体のスキルアップにつながる研修や森

づくりボランティアの登録者を対象とした

研修を実施するとしています。また、市民の

森などの樹林地を対象に、維持管理の技術指

針である森づくりガイドライン等を活用し、

生物多様性の保全や利用者の安全確保のた

め、愛護会などと連携して森づくりを進める

としています。いただいたご意見につきまし

ては、今後の参考とさせていただきます。 

66 

希少な生きものの生息、生育する地域につい

て、横浜市のレッドデータブックの整備と平

行して、自然度が高く、在来あるいは希少な

生きものの多い地域を「横浜ホットスポッ

ト」というような位置づけで、地権者や市民

などステークホルダー間の調整において、他

の地域よりも生物多様性に配慮した判断や

政策形成ができるような指定制度も考える

べきである。 

「重点アピール３・つながりの森」では、保

全と利用のバランスを常に配慮しながら取

組を進めることとしています。その上で地域

の自然環境や歴史文化を体験し、その大切さ

を感じ、学ぶことで、次代、次々代まで「横

浜つながりの森」をつないでいくことを目指

しています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

 

67 

緑の多い場所（森林公園のような）を少しで

も残し、できれば増やしてほしいと思いま

す。多くの生物を守ると同時に地球温暖化の

進行を遅らせることにもわずかながらつな

がると思います。 

「重点アピール５・生き物にぎわう環境づく

り」では、生物多様性を育む場づくりとして、

みどりアップ計画を主体とした継続的な取

組を進めることとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 
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■取組方針と具体的取組 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

68 

もっと具体的に市民ができることを提示し

てほしいと思いました。外来種は特にペット

が野生になってしまったものなのでペット

の講座（飼い方等）の開催、外来種を見つけ

たときどうしたらいいかのマニュアルをつ

くるべきだと思いました。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、在来の生き物の生息・

生育環境を守るため、外来種に関する普及啓

発を進めることとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

69 

私の祖母の家の付近にアメリカザリガニと

日本種のザリガニの２種類がいたが、数年た

った今、アメリカザリガニしかいません。外

来種が増えることは、日本種の減少による

“日本らしさ”が薄れることと考えました。

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、在来の生き物の生息・

生育環境を守るため、外来種に関する普及啓

発を進めることとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

70 

外来種については、あまり耳にしたことがな

いので、国全体で意識が低くなっているので

はないかと思いました。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、在来の生き物の生息・

生育環境を守るため、外来種に関する普及啓

発を進めることとしています。いただいたご

意見につきましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

71 

冬季に水田に水を張り 3年程経てば生物達の

生命力によって我々を楽しませてくれる大

切な環境づくりの主体となりうると思いま

す。水を張るだけの指導を施す事で、都市レ

ベルの観点から観れば、田んぼは巨大な庭で

ありビオトープで有り続けてくれるのでは

ないでしょうか。開発前の大地に戻す事は出

来ませんが、人間と生物が共存出来る優しい

文化と環境を、後世に継承する為に必要な事

だと考えています。 

生き物の生息生育環境としての田んぼの活

用について、引き続き検討を行っていきま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

72 

金沢沿岸部にあるふなだまりを対象とした

取組を位置付けではどうか。「親水性が高い

汽水域である」「横浜市無形文化財に指定さ

れている祇園舟が執り行われており、地域住

民の憩いの場となっている」「すでに大学や

ＮＰＯが活動フィールドとしている」これら

の理由から、当該地域の取組内容としてふな

だまりについて記載はできないでしょうか。

 

生物多様性と地域の伝統文化は密接につな

がっており、市内では、数多くのお祭りや伝

統芸能などが今に伝わっています。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 



18 
 

73 

「外来種への対策」の項で、被害防除だけで

なく、計画防除についても取り組まなくては

いつまでたっても被害防除は終わりません。

現状では手遅れになるので積極的に計画防

除にも取り組むべきです。また、外来生物法

に基づきタイワンリスについては県の防除

計画がありません。タイワンリスの生活被害

も生態系被害も年々増しています。市で防除

計画を策定するべきです。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、アライグマやタイワン

リスによる被害への対策として捕獲支援の

取組を進めるとともに、外来種としての普及

啓発を進めることとしています。 

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

74 

関心を持ってもらうためのきっかけづくり

について、市民の森などの場所の広報にあた

っては、以下の点を同時に配慮すべきであ

る。 

・利活用にあたってその土地や施設のおかれ

た環境を配慮したルールやマナーの明確化、

啓発、ならびに徹底・受け入れが可能となる

ようなインフラの整備（トイレ、雨天時の避

難場所など） 

・市の広報の限界を考慮した伝わるメディア

の選択（タウン誌やＳＮＳの活用） 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、市民の森の広報にあた

っては、マナーやトイレの位置を示したガイ

ドマップの作成等を行っていくとしていま

す。 

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

75 

谷戸環境の保全を通じた生物多様性の理解

促進について、一方で、身近な谷戸の景観を

残している場所は、市民の森のような形で保

全されており、特に以下３点が重要になる。

・利活用にあたってその土地や施設のおかれ

た環境を配慮したルールやマナーの明確化、

啓発、ならびに徹底 

・受け入れが可能となるようなインフラの整

備（トイレ、雨天時の避難場所など） 

・市の広報の限界を考慮した伝わるメディア

の選択（タウン誌やＳＮＳの活用） 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、市民の森の広報にあた

っては、マナーやトイレの位置を示したガイ

ドマップの作成等を行っていくとしていま

す。いただいたご意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

76 

地域における子どもたちとの交流において

学校の果たす役割は大きいが、例えば、長年

の交流が校長の交代などで中断されること

もある。教育委員会にも持続性のある環境意

識の啓発努力が求められる。 

地域における子どもたちとの交流において

学校の役割は大きいと考えております。生物

多様性や地球温暖化など環境教育に関する

指導者への支援や、小学校等で身近な体験か

ら持続可能な社会を考える環境教育の取組

を進めて行きます。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 
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77 

現状と目標の比較が、ほとんど「推進」で事

実上内容が変わらない。現状については、ま

ず客観的に評価し、目標については、評価を

踏まえて新しい政策を組み込むべきではな

いか。単なる継続活動では意味がない。 

生物多様性の保全・再生・創造の取組を進め

るためには、市民・企業・学校など各活動主

体による実践が不可欠であり、各主体間の有

機的な連携や、より一層の活性化が求められ

ます。 

市民・企業・学校など更なる活動の拡がりを

考慮したことや、数値や数量で表すことが困

難な事業は推進と記載しております。いただ

いたご意見につきましては、今後の参考とさ

せていただきます。 

78 

「森の楽しみづくり」について、ここ数年来、

つながりの森の趣旨を単なる集客イベント

の口実にしてきたと思わざるを得ない間違

いを繰り返さないように、遊びやイベントに

走らない、生物多様性の保全意識に裏づけら

れた事業の推進を求める。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、保全と利用のバランスを常に配慮しなが

ら普及啓発を進めることとしています。森に

関わるきっかけや広報活動を展開し、森に関

わる第一歩としてもらうことを目指します。

いただいたご意見につきましては、今後の参

考とさせていただきます。 

79 

「森に関する情報発信」におけるウェルカム

センターの役割をよく認識した運営を求め

たい。 

例えば、横浜自然観察の森では、市の他の施

設の情報はあるものの、円海山緑地周辺の市

民活動や観察の森以外の生きもの情報はあ

まり発信されていない。自らの施設情報だけ

でなく、地域の情報センターという意識を更

に高めるべきであり、ウェルカムセンターの

設置場所だけがその施設や機能を享受でき

るということにならないようにすべきであ

る。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、ウェルカムセンターは

展示解説や自然体験、環境学習の機会の提供

等を行い、市民の皆様が森についての理解を

深める取組を進めていく施設です。いただい

たご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 

80 

「森を支えている活動団体のつながりの強

化」は、森の情報発信にもつながると考える。

ただ、行政が一方的に行う研修、交流の場、

というよりも市民の自主的なネットワーク

作りを行政支援するという形が望ましい。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組

方針と具体的取組では、森を支えている活

動団体のつながりの強化のため、森を支え

ている活動団体が参加し、情報交流、意見

交換できる場を設けるとしています。団体

同士の自主的なネットワークづくりのき

っかけを提供し、市民主体の保全活動の推

進につなげていきます。いただいたご意見

につきましては、今後の参考とさせていた

だきます。 
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81 

「横浜市および国内に生息する希少動物の

保全の取り組み」については、まず横浜のレ

ッドデータブックを暫定であっても早期に

整備して、例えば、横浜最後の生息地となっ

た瀬上沢のカヤネズミのような緊急性ある

希少種保護に取り組むべきである。 

希少動物の保護・繁殖の取組として、市内に

生息するカエル等の動物種の飼育や生物多

様性に関する研究を行なうことで、「横浜つ

ながりの森」での動物保全、啓発活動に貢献

するとしています。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 

82 

「アライグマ・タイワンリスによる被害への

対策」は、局所的対策でなく、つながりの森

全域で、かつ継続的な捕獲、駆除を、市民も

巻き込む形で実施すべきである。 

第５章将来像の実現に向けた４つの取組方

針と具体的取組では、アライグマやタイワン

リスによる被害への対策として捕獲支援の

取組を進めるとともに、外来種としての普及

啓発を進めることとしています。いただいた

ご意見につきましては、今後の参考とさせて

いただきます。 

83 

生物調査データの継続的な蓄積と活用につ

いて、このタイトルは評価するが「産学官民

の連携」など抽象的で、具体的に、誰が、と

いう主語が見えない。それ以上に、このタイ

トルを冠するのであれば、バーチャルであっ

ても「自然史博物館」の機能を実現する、と

宣言すべきではないか。 

「重点アピール２・ヨコハマ生き物探検」で

は、国や市民団体などによる生き物調査を含

め、データバンクによる情報の一元化を進め

ることとしています。いただいたご意見につ

きましては、今後の参考とさせていただきま

す。 

84 

「企業とのコミュニケーション」の企業との

対話の中で、その地域における市民団体の環

境保全活動との連携などもテーマにして、行

政として市民活動を支援いただきたい。 

「重点アピール１・ｂ－プロモーション」で

は、生物多様性に積極的に取り組んでいる市

民団体・企業の活動をさらに活性化し、様々

な活動と連携してもらうため、また、さらに

多くの市民団体・企業に取り組んでもらうた

め、表彰制度や情報交流の場の提供により活

動をサポートしていくとしています。いただ

いたご意見につきましては、今後の参考とさ

せていただきます。 

85 
地元サイエンスフロンティア高校との連携

について、盛り込んでいただけると嬉しい。

普及啓発にあたっては、多岐にわたる分野と

の連携によりきっかけづくりを幅広く行う

こととしています。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考とさせていただきま

す。 
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■市役所の率先行動 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

86 

生物多様性を語りながら、その保全からはず

れた政策や事業を体感すると、行政に対する

信頼感が揺らいでしまう。小さなことでも、

生物多様性の意識がよく浸透しているな、と

感じられる政策から着実に進めて、信頼を回

復してほしい。 

区等と連携し、横浜の森プロモーションなど

の取組を進めていきます。横浜市 ISO 環境マ

ネジメントシステムに反映させ、市役所全体

で生物多様性の取組を進めます。いただいた

ご意見につきましては、今後の参考とさせて

いただきます。 

 

 

■その他 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

87 
生物多様性について考えると、家の周りの生

物を、あまりみかけなくなった。 

都市化が進む市街地では、生き物の生息・生

育環境が失われつつありますが、積極的な取

組を推進することで、生き物を呼びもどすこ

とも可能であると考えます。いただいたご意

見につきましては、今後の参考とさせていた

だきます。 

88 

生物多様性について考えると、生物多様性を

守る上で、化学薬品を下水に流さないように

する 

下水道の普及や工場からの排水の規制等に

より河川の水質が大幅に改善され、かつて横

浜の川で見られた多くの生き物が戻ってき

ています。いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきます。 

 

④その他、生物多様性横浜行動計画（ヨコハマｂプラン）との関係が見られないもの 

■その他 

No. 意見の概要 意見に対する考え方 

89 
この計画は小さな自治体でも策定して欲し

いです。 

横浜市は、全国の自治体が相互に生物多様性

の保全や持続可能な利用に関する取組、成果

について情報発信等を目的とした「生物多様

性自治体ネットワーク」の幹事を努めていま

す。今度も、他の自治体と連携し、取組を進

めていきます。 

 


